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【調査研究の目的】

・本プロジェクト研究における「学校改善チーム」では，主に米国（特に，カリフォルニア州）を対象に，また，補足的に英国と中国も取り扱い，児童生徒の教育デー
タの収集と利活用について，主に，生徒指導やキャリア教育の充実・改善に資する方策への手掛かりを得ることを狙いに調査研究を行うことを目的としている。

・生徒指導やキャリア教育に類する取組は海外でも見られることから，その最新事情として，どのような取組が考案され，実施されているのかについても，併せて情報
収集することも目的としている。

【教育データの収集と利活用に関する成果（一部）】

・米国では，2015年の「全ての児童生徒が成功する法」（Every Student Succeeds Act: ESSA）の成立以後，連邦が州に求めるアカウンタビリティは，複数の基準に
よってなされることとなり，「生徒の成功又は学校の質」に関する指標として，学校風土の測定が徐々に広まっている。学校風土の測定は，学校改善の指標として，多
くの州で使用され始めている。

・米国では，良好な学校風土と学力やメンタルヘルス，行動上の課題との関連についての研究が積み重ねられている。また，学区教育長等は，継続的な学校改善におい
て，学校風土が重要な要素であると認識している。

・英国では，教育の質を評価するに当たり，ナショナルテストなどのデータから，近年，学校関係者が安全で，落ち着いた，秩序ある，前向きな環境，いわゆる学校風
土も取り入れ，評価するように変化してきている。

・英国では，段階的に，教育データの収集等の仕組みが整備され，その活用として学校改善や学校の自己評価が重要視されるようになった。機密性の高いデータを基に
したOfstedによる監査や学校の自己改善に資するデータは，2017年に新たにリリースされたASP（Analyse School Performance）を通じて提供されている。現在，
データ提供方法はオンライン化され，インタラクティブに学校の任意によって分析できる形となり，学校の実情に，より即した形になるように，社会的背景を踏まえた
分析も可能となった。

【生徒指導やキャリア教育に類する取組に関する成果（一部）】

・カリフォルニア州では，2000年代後半以降，高校改革の一環で学区と学校，民間企業や団体等の地域社会との連携・協働を推し進め，教科教育と職業教育，「仕事に
基づく学習」（Work-Based Learning：WBL），カウンセリング等の生徒への支援を教育活動上，統合させる施策が進められてきている。その例の一つが，リンクト・
ラーニングである。生徒を進学と就業（college and career）の双方に対して準備させることが目指されている。

・米国の学校拠点型保健センターは，学校敷地内や近隣に設置されている保健医療施設であり，近隣校の児童生徒に対しても無料又は安価で保健医療サービスを提供し
ている。米国では，トラウマに配慮したケアの場として学校を再構築するという動きがあるが（トラウマインフォームドスクール），米国の学校拠点型保健センターに
は，新たな役割として，そのためのコーディネート機能が期待されている。

・社会主義体制の中国では，憲法や各種教育法令に「社会性と感情の学習」に関する要素が含まれており，中国政府の推進する教育と「社会性と感情の学習」との間の
親和性を見ることができる。ただし，中国の教育の目的は，日本と大きく異なり，育成過程で求められる個々人の資質は社会の一体性の維持が重視されている。
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